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研究目的

集塊植生活性度の指標化集塊植生活性度の指標化集塊植生活性度の指標化集塊植生活性度の指標化

社会的環境要因社会的環境要因社会的環境要因社会的環境要因との関連との関連との関連との関連性性性性

市街化・緑地環境の経年変化による市街化・緑地環境の経年変化による市街化・緑地環境の経年変化による市街化・緑地環境の経年変化による
社会的環境要因の影響度の把握社会的環境要因の影響度の把握社会的環境要因の影響度の把握社会的環境要因の影響度の把握
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Flowchart

緑量の計測(集塊度、経年変化) 市街地の計測(集塊度、経年変

対象地域のデータ加工

LandsatTMdataの加工

数値地図・NSDIの加工・整備

解析

都市の市街化及び緑地環境変化と都市的諸活動との関連性の把握

社会的環境要因との関連性

市街地・緑地の集塊度に関する経年変化の把握

集塊植生活性度指標

CN値の算定

領域化

CTN値

領域内のCN値の平均→C値

NVIとC値の相関関係
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87年度と97年度の土地被覆構成
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CN値算出方法

分布パターン

パターン1　ー　CN＝6

パターン2　ー　CN＝5

パターン3　ー　CN＝5
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連担性の基本的概念
ある範囲内の土地被覆の出現回数



CTN値算出方法
分布パターン
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本研究の連担性の定義の準備
ある範囲内のCN値の合計



C値算出方法
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C値の測定

87年
0.0

9.0

97年

C値=集塊度
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相関関係

87 97

平均値
1987年 1997年

C値 8.208 8.131
NVI 1.165 1.177
相関係数 0.568 0.527
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NVI
87年度と97年度のNVI（植生活性度）濃淡マップ
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ＮＶＩ値の分布

87年 97年
測定範囲(1500ｍ×1500ｍ)ＮＶＩ値の平均値の分布



C値(測定範囲1500m×1500m)

87年 97年
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集塊植生活性度の提案

集塊度としてのC値と植生活性度としてのNVIを
統合して指標化を行った。
算出式は以下のとおりである。

P=18（NVIとC値の積の理論上の最大値）

P
CNVI ijij

ij

×
=λ
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λ分布図

λ(集塊植生活性度)分布図
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社会的環境要因の距離別分布図
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社会的環境要因の距離別分布図
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国道322号線について緑地Ｃ値の構成比 B

87

97

200号線

199号線

3号線

10号線

322号線

0

2

4

6

8

10

12

14

～
1.
0

～
2.
0

～
3.
0

～
4.
0

～
5.
0

～
6.
0

～
7.
0

～
8.
0

～
9.
0

Ｃ値

構
成

比
（％

） ～1.0

～2.0

～3.0

～4.0

～5.0

～6.0

～7.0

～8.0

～9.0

0

2

4

6

8

10

12

14

～
1.
0

～
2.
0

～
3.
0

～
4.
0

～
5.
0

～
6.
0

～
7.
0

～
8.
0

～
9.
0

Ｃ値

構
成
比
（％

）

～1.0

～2.0

～3.0

～4.0

～5.0

～6.0

～7.0

～8.0

～9.0



国道322号線について市街地Ｃ値の構成比
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社会的環境要因とＣ値の関連性についてまとめ

　社会的環境要因の多くは、市街地の集塊度の高い地域
に分布していることがわかった。

　都市高速道路のインターチェンジと九州自動車道につい
ては緑地の集塊度の高い地域に存在している。

　また、公園・駅については緑地の集塊度低い地域から高
い地域まで存在していることがわかった。



0.0(変化なし)

9.0(市街化大)

市街化小

0.0(変化なし)

-9.0(緑地化小)

緑地化大

市街地・緑地の集塊度の経年変化

緑地が完全に市街化した地域
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分布図の概念

緑地の散在して
いた場所が市街
化により、きれ
いな塊になった
ことから

青メッシュが出
現する
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緑地C値変化値分布図
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87年度土地被覆分類図 97年度土地被覆分類
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c値変化率=(87-97)/97
外的基準変数：C値変化率(市街地)
項目 レンジ 偏相関係数
九州自動車道 0.072 0.049
インターチェンジ 0.266 0.213
都市高速道路 0.333 0.253
インターチェンジ 0.142 0.092
国道 0.043 0.039
小中学校 0.137 0.113
高等学校 0.089 0.057
大学 0.098 0.088
公園 0.033 0.027
駅 0.136 0.096
標高 0.213 0.138
傾斜度 0.121 0.098
外的基準の平均値 -0.326
外的基準の標準偏差 0.414
重相関係数             0.519
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c値変化率=(87-97)/87
外的基準変数：C値変化率(緑地)
項目 レンジ 偏相関係数
九州自動車道 0.123 0.090
インターチェンジ 0.055 0.045
都市高速道路 0.026 0.027
インターチェンジ 0.152 0.124
国道 0.051 0.062
小中学校 0.107 0.079
高等学校 0.079 0.071
大学 0.035 0.037
公園 0.087 0.073
駅 0.078 0.067
標高 0.225 0.187
傾斜度 0.264 0.205
外的基準の平均値 0.189
外的基準の標準偏差 0.360
重相関係数            0.491
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総括

集塊植生活性度指標の提案集塊植生活性度指標の提案集塊植生活性度指標の提案集塊植生活性度指標の提案

市街地・緑地の集塊度分布の経年変市街地・緑地の集塊度分布の経年変市街地・緑地の集塊度分布の経年変市街地・緑地の集塊度分布の経年変
化の把握化の把握化の把握化の把握

社会的環境要因社会的環境要因社会的環境要因社会的環境要因との関連との関連との関連との関連性の把握性の把握性の把握性の把握

経年変化に影響を及ぼしていると経年変化に影響を及ぼしていると経年変化に影響を及ぼしていると経年変化に影響を及ぼしていると
考えられる社会的環境要因の把握考えられる社会的環境要因の把握考えられる社会的環境要因の把握考えられる社会的環境要因の把握
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